
本市の状況
人口について
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【R4.10.1現在 浜松市年齢別人口表より作成】

年齢別人口構成
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【教育支援課】

区別の学齢児童生徒数推移

※H30の区別の児童生徒数を100とした場合の割合
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【浜松市“やらまいか”人口ビジョン 令和２年度改訂】

男 女

今後、年少人口、生産年齢人口が減少する 一方、老年人
口は 2045年まで増加し、人口減少と高齢化が同時に進行
していく。その後は老年人口も減少し、2060年の浜松市
人口は 60万人台を下回る。

人口ピラミッドの形態は、全国のそれとほぼ等
しい形にある。
年少人口は、98,758人で全体に占める割合は
12.4%である。（全国 11.6%）

天竜区と西区、南区では令和５年度現在、すで
に低下が著しいが、今後天竜区と西区において
は児童数低下に拍車がかかる。
他区では、令和５年度の段階では浜北区を除き
若干の低下が見られる。
今後はどの地区でも約10ポイント以上低下する。

年少人口

生産年齢人口

老年人口

(人）

(人）
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本市の状況
学校規模について

小学校における学級数別学校数

【令和4年度学校基本調査】

小学校における学級数別学校数は双峰性
を示した。
政令指定都市の状況と比較した場合、７
学級以下や28学級以上の分布が厚い。
中学校における学級数別学校数は、大き
く４つ（３,４学級、９～13学級、15～17
学級、23,23学級）の分布に分かれ、ばら
つきが大きい。
※特別支援学級を含んだ実数で計上
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【令和4年度学校基本調査】

中学校における学級数別学校数

（校）（校）

（校）（校）

（浜松市:97校、政令指定都市:2,892校）

（浜松市:49校、政令指定都市:1,375校）
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本市の状況
学齢児童生徒について

【教育施設課】
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平日に授業の時間以外で、全く読書を
しないと回答した児童生徒の割合
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情報活用

デジタル・情報活用検定における平均正答率

※令和３年度は、半数の小6・中3に実施。令和4年度は、すべての小6・中3に実施。
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平日の不読率は年々上昇している。
中学校では、約1/3の生徒が平日に全く
読書をしないと回答している。

(%） (%） A 家で勉強や読書をしている
B 地域の活動に参加している
C 学習塾など学校や家以外の場所で学
習している

D 習い事（スポーツの習い事を除く）
をしている

E スポーツ（スポーツに関する習い事
を含む）をしている

F 家でテレビや動画を見たり、ゲーム
をしたり、SNSをしたりしている

G 家族と過ごしている
H 友達と遊んでいる
I 学校の部活動に参加している
J 放課後子供教室や放課後児童クラブ
に参加している

K その他
L 無回答 ※複数回答

週末の過ごし方

【令和4年度全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙】

小学校 中学校
全国の回答と比較すると、多くの項目で値が
上回っている。それぞれの児童生徒が多様な
過ごし方をしていることがわかる。
児童と生徒の週末の過ごし方を比較すると、
生徒は「学習塾で学習する」と回答した割合
が上昇する。一方で、「家で勉強や読書をし
ている」「友達と過ごす」と回答した割合は
低下している。
中学校では、部活動に参加する割合が２番目
に高い。

小学校は、設定された目安（80％）は下回っ
ているものの、平均正答率は上昇している。
中学校の全体正答率の目安は70％であるが、
令和４年度は、45.7％（全国45.4%）。

※デジタル・情報活用能力をいくつかの領域に整理し、それに基づいて実施した民間
の検定。
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【Ｒ4の状況】

【文部科学省：児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査】
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本市の状況
学齢児童生徒について

令和４年度の
いじめ認知件
数は、前年度
比150.7％に
増加。
いじめの態様
については、
小中学校とも
に「冷やかし
やからかい」
が最多。

不登校児童生徒数及び出現率の推移

【教育支援課】

（人） 令和４年度の不登
校児童生徒の総数
は2,210人。
令和４年度は前年
度比、小学校は
124.9％、中学校
は111.7％に増加。
全児童生徒数に占
める不登校児童生
徒の割合は増加傾
向。
（令和３年度全国
出現率 小：1.1%
中：5.0%）

（％）

外国人の子供数の推移と就学状況

義務教育
諸学校 外国人学校 不就学 転居・出国

（予定含む）

就学状況
把握できず

合 計

R4 1,846 173 18 104 0 2,141

R3 1,864 172 12 127 0 2,175

R1 1,796 243 2 29 5 2,075

令和に入ってから総数は約2,100人、一条校に通う子供の数は約1,800人
と大きな変化はない。
※５月１日現在の調査であり、不就学の子供のうち、令和４年度末には
14人、令和３年度末には11人が就学もしくは転居・出国を確認。

※令和２年度に本調査は行われていない。
【文部科学省：外国人の子供の就学状況等調査】

発達支援学級在籍児童生徒の状況

【教育支援課】

令和５年度までの９年
間で、発達支援学級在
籍児童生徒数は約２倍
に増加。
令和２年度に、初めて
全児童生徒に占める発
達支援学級在籍児童生
徒数の割合が、３％を
超えた。
（令和4年度政令指定都
市3.3％）

（人）
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本市の状況
学齢児童生徒について

放課後児童会の利用児童・待機児童数

（人） （人）

【教育総務課】

核家族化の進展や女性就
業率の上昇。
「父母ともに仕事あり」
が、全国より約３ポイン
ト高い。
放課後児童会のニーズは
向上。
定員拡大を図ったことに
伴い、登録児童者数は大
幅に増加。
待機児童数は減少。

父のみ仕事あり
25.0%

父母ともに仕事あり
63.2%

母のみ仕事あり
7.9%

父母ともに仕事なし
2.6% 不詳、1.3%

【厚生労働省：令和元年度国民生活基本調査】

児童のいる世帯の構造
及び核家族の内訳

※国民生活基本調査に
おける「児童」は18歳未満の未婚の者を指す。

※概数で示されているため、数を調整。

［ｎ=77,000］

三世代世帯
18.4%

その他の世帯
2.6%

夫婦と未婚の子の世帯
95.0%

ひとり親と未婚の子の世帯
5.0%

核家族
78.9%

児童のいる世帯における
父母の就業状況
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就学援助認定者数及び全児童生徒に占める認定率

【教育支援課】

（人） （％） 就学援助認定者は、
８年間で約570人増
加。
近年、認定率は８％
後半で推移。
※R4年度は2月15日
現在の値

【浜松市児童相談所】

令和４年度の通告件数は、
平成29年度比で184%と急
増。
心理的虐待件数が最も多
く、増加率も、平成29年
度比で223.1%。
※対象は18歳未満の子供
すべてであり、学齢児童
生徒とは限らない。

浜松市児童相談所が対応した虐待の種別

身体的 性的
ネグレ
クト 心理的 合計

R4 229 29 150 464 872

R3 199 11 138 475 823

R2 245 9 130 449 833

R1 211 22 153 378 764

H30 198 23 119 235 575

H29 116 18 132 208 474

5



610 692

3.3 3.2

4.6 5.3

2.3

11

7.1

12.5

400

500

600

700

0

5

10

15

H30 R1 R2 R3 R4 R5
受検者数（併願含む） 小学校 中学校
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男女比は１：１。
29歳以下が21.5％、30歳代が28.3％、40歳代が
19.3%、50歳以上が30.9％を占めており、男女と
も40歳代の割合が最も低い。
男性では50歳以上が34.8％と、男性全体の３人
に１人にのぼる。

本市の状況
教職員について
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公立小学校の教員年齢別構成

【教職員課】

男 女

※R4.4.20現在。年齢はR3.4.1現在。
※任期付職員、養護教諭、栄養教諭は除く

〔ｎ=3,320〕

（人）

小学校 中学校
高等
学校 合計

R4 43 15 0 58

R3 21 17 0 38

【教職員課】

小学校において、体罰報告が増加。
中学校は若干の減少。

教職員の体罰報告について

（倍）

【教職員課】

※横軸は採用年度。

免職 停職 減給 戒告 合計 訓告等

R3 0 1 0 0 1 0

R2 0 1 3 1 5 0(1)

R1 2 2 2 0 6 1(5)

H30 1 0 1 0 2 4(3)

H29 0 0 0 0 0 3

懲戒処分等の状況

【文部科学省：公立学校教職員の人事行政状況調査】
※（）は監督責任により懲戒処分等を受けた者の数。

平成30年度以降、
懲戒処分者を受け
る者がいる。
免職者の内訳は交
通・交通事故１人、
わいせつ行為２人。
令和３年度の教育
職員に占める割合
が、0.02％と全国
平均（0.50％）を
下回る。

教員採用合格者及び受験者数の推移

（人）
過去５年間、小学校の合格者は
80人から90人程度、中学校は50
人から60人程度である。
合格倍率も小学校は約3.3倍、
中学校は約4.6倍と一定の水準
で推移している。
養護教諭の合格倍率は、ここ数
年、10倍を超えている。
R1採用からの新規枠である発達
支援推進教員も、当初より受験
者数が倍増している。
受検者数も令和２年度以降増加
している。
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本市の状況
教職員について
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先生が自分のよいところを認めて
くれていると思う子供の割合

学校や子供に関することを教職員に
気軽に相談できる保護者の割合

【保護者 実態把握調査】

【R4児童生徒 実態把握調査】

学 年 割 合

小
学
校

４年生 95.8％

６年生 95.6％

中
学
校

１年生 94.4％

３年生 93.9％

相談したときに、先生は真剣に
話を聞いてくれますかという質問に
対して肯定的な回答をした児童生徒の割合

再 掲

「先生が自分のよいところを認めてくれていると思う子供の割合」、
「学校や子供に関することを教職員に気軽に相談できる保護者の割
合」は昨年度から数値が上昇し、昨年度に引き続き成果指標を達成。

小学校は約96%、中学校は約94%と、どの階層の
調査対象においても、高い値を示した。
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保護者・市民の意識

【令和４年度 第５回 浜松市広聴モニターアンケート調査】

「心を育む道徳教育や多様性を認める人権教育」が約４割と最多。
世代別にみると、若者・高齢者では「心を育む道徳教育や多様性を認める人権教育」
が、子育て・中高年では「理解や興味が深まる授業の実施」が最多（若者では「理解
や興味が深まる授業の実施」 も同率）。

今後、浜松市が取り組む教育施策で重要だと思うもの （n＝210 3つまで）

42.4%

10.0%

25.2%

23.8%

14.3%

44.3%

25.2%

18.6%

12.4%

12.9%

3.3%

5.7%

5.7%

29.0%

2.4%

1.0%

2.4%

理解や興味が深まる授業の実施

郷土愛を育む特色ある学校づくり

国際社会で活躍できる人材育成（外国語教育）

ＩＣＴ機器を積極的に活用した教育活動

持続可能な社会の担い手の育成する教育活動

心を育む道徳教育や多様性を認める人権教育

体力向上の取り組みや健康教育

災害などから命を守る防災・減災教育

育ちや学びのつながりを重視した幼・小・中の連携

子供の一人一人の可能性を伸ばす指導・支援

学校施設の計画的な保全や長寿命化

家庭の教育力向上に向けた取り組み・支援

地域人材やボランティアを積極活用した教育活動

安心・安全に過ごすための多様な居場所づくり

その他

分からない

無回答

59.1%

31.6%

24.9%

50.6%

18.3%

2.1%

9.7%

5.9%

21.1%

5.4%

11.5%

5.8%

9.3%

13.0%

21.8%

1.3%

思考力・判断力、知識・技能・表現、

主体的に学ぶ態度など、確かな学力の育成

健康教育や運動習慣の確立など、

健やかな体の育成

道徳教育や芸術鑑賞など、豊かな心の育成

夢と希望をもって自分らしく歩んでいくこと

ができる子供を育むキャリア教育の充実

ICT機器を活用した教育の充実

幼児教育の充実

特別な配慮を要する子供（発達障がい、

不登校、外国人など）への支援充実

コミュニティ・スクールをはじめとした

家庭や地域と連携協働した学校運営

教職員の資質・能力の向上

教職員の働き方改革の推進

学校施設改修など、学校教育の環境整備

地域の特色に応じた魅力ある学校づくり

子供の成長や学びの連続性に配慮した

幼小中の連携

中学校部活動の地域移行など、

新たなスポーツ環境の整備充実

発達支援やいじめ対応など、

相談支援体制の充実

その他

【保護者 実態把握調査】

今後の浜松の教育に重要だと考える取組 （n＝7,856 3つまで）

「確かな学力の育成」が約６割と最多。
「夢と希望をもって自分らしく歩んでいくことができる子供を
育むキャリア教育の充実」が約５割。
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保護者・市民の意識

「ルールやモラルを守
る規範意識」が約３割
と最多。
世代別にみると、若者
では「いじめ問題」が、
子育て・中高年・高齢
者では「ルールやモラ
ルを守る規範意識」が
最多。

浜松の子供にとって課題だと思う点 （n＝210 2つまで）

13.3%
21.0%

33.8%

27.1%

6.2%

17.1%

3.3%

10.0%

20.0%

12.9%

2.4%

7.1%
5.2%

特別な配慮が必要な子供への支援

登下校時における安全確保

ルールやモラルを守る規範意識

いじめ問題

家庭の教育力

学校・家庭・地域のつながり

児童虐待

家庭経済力の格差

教員の資質・能力

教員の不足

その他

分からない

無回答

浜松の子供たちにどのような子供に育ってほしいと思うか （n＝210 2つまで）

28.1%

35.7%

13.8%

17.1%

7.6%

9.5%

4.3%

34.3%

37.1%

1.0%

1.4%

2.9%

自分らしさをもっている

夢や希望をもっている

郷土を誇りに思い愛している

失敗を恐れず挑戦できる

確かな学力がある

最後までやり遂げられる

ICT機器を適切に活用できる

自他を尊重し多様性を認められる

心身ともに健康である

その他

分からない

無回答

【令和４年度 第５回 浜松市広聴モニターアンケート調査】【令和４年度 第５回 浜松市広聴モニターアンケート調査】

「ある または既
に協力している」
が約３割。
世代別にみると、
若者・中高年・高
齢者の約３割、子
育ての約４割が
「ある または既
に協力している」
と回答。

地域の学校に協力してみたいか
（n=210）

ある または
既に協力している

31.0%

ない
68.6%

無回答
0.5%

「自分が得意とする知識・
技能を伝える」が約４割と
最多。
世代別にみると、若者・子
育て・高齢者では「自分が
得意とする知識・技能を伝
える」が、中高年では「通
学路における登下校の見守
り活動」、「花壇の手入れ
やプール清掃などの環境整
備」と「読み聞かせや図書
の整理」が最多。

27.7%

13.8%

18.5%

24.6%

20.0%

10.8%

7.7%

35.4%

9.2%

通学路における登下校の見守り活動

部活動の指導

花壇の手入れやプール掃除などの環境整備

読み聞かせや図書の整理

運動会や文化祭など学校行事の運営支援

習字や裁縫（ミシン）の補助などの学習支援

昔の遊びや伝統芸能の継承

自分が得意とする知識・技能を伝える

その他

具体 （n=65 複数回答）

【令和４年度 第５回 浜松市広聴モニターアンケート調査】

「心身ともに健康であ
る」が約４割と最多。
世代別にみると、若者
では「自他を尊重し多
様性を認められる」が、
子育てでは「自分らし
さをもっている」が、
中高年・高齢者では
「心身ともに健康であ
る」が最多（高齢者で
は「夢や希望をもって
いる」も同率）。
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